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阿片戦争は英国産業資本を中国に導入する直

接的な誘因である・南京条約は中国農村家内工

業の代表的生産品たる綿布が英国製綿布により

決定的な打撃を蒙るが如き低率関税を締結せし

められる・「従来の完全な孤立が古き中国保全の

主要条件であったのだ・が今やこの孤立が英国

の媒介によって武力的終末が惹起された」（1）の

である・外国資本は旧き中国を崩壊連しめる・而

してこの崩壊過程に応じて伝統的イデオロギー

も変化する・太卒天国戦争はこの変化に応じた

最初の近代的革命の性格を帯びた民族運動であ

り，夏に「扶清滅洋」を唱導した義和団的行動

は，たとへそれが大衆の支持を得た愛国的行動

であるにしても（2）共に帝国主義的現実に対して

真正面より対決せんとするものではなかった・

かゝる排外主義に対して，これ等列強の重圧

下に半植民地的支配を甘受する満洲王朝に対し

て打倒運動が起される．「扶活滅洋」に対する

「排満興漢」の運動がこれである・辛亥革命に

連なるこの運動は孫文一流の三民主責の革命理

論の出発点であり，民族主蓑を中心とせるもの

である．同じ排溝興漠の中孫文の主張せる共和

制国家に対して，世界主義を主張し，異民族支

配下の立憲主菜を認める「変法自靖淑」が存在

する・この主張は康有為，譚嗣同，梁啓超等に

よって清洲王朝を容認する王制論．となって現ほ

れる．

清朝末期の革新運動形態を以上の三っの形態

に大別し得るとすれば・異民族支配を認め乍ら

欧米列強への排外運動のみによる形腰が最も非

現実的であるのに対して，一挙に溝洲王朝を打

倒し，共和制，社会主義国家を実現せんとする

孫文一派も，幼稚なる当時の中国プルヂョァジ

ーを背影としてはその日的達成の為には種々の

・制約が予想されるのは当然である・

これに対して変法自増派は，孫文と共に民族

プルヂョアジ－勢力を背影としながら，帝国主

義との妥協の上に立憲君主制を主張する．この

形態は後進国プルヂョアジーが常にそうである

如くに，その民族資本の未熟さが外国資本との

関係を対決ではなく服従を余儀なくせしめでい

るからである．

変法日韓瀕の中最も現実的である（3）梁啓越の

変革論をとりあげ，転換期に於けるイデオロギ

ーとして，彼の考へが如何なる程度に民族ブル

ヂヨアジーを代表するものがあるかを見んとす

るのが少論の趣旨である・

仕）マルクス・エッグルス全集6，支那インド諭

1，－SS

佗）注口朴郎義和固事件の意義（歴史畢研究アジ

ヤの欒草）

（3）′ト島祓馬中國の革命思想p・109

1．中国革命史論

帝国主義の圧迫下に，倒れんとする清洲王朝

の無能に依存することの不可能を知った中国の

有識者は中国新生の方法を種々の観点より論じ

た・即ち中国の近代化は先進諸国の学問，制度
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至染 啓 超 の 変 革 設（上 田）  

以上の分類粧従ひ従来中国史上の革命を観る  

に，所謂狭義の革命のみが存在し，且現時中国  

の革命を論ずるものもこの狭義の革命をのみ主  

張し，蒲洲王朝の打倒をもって革命の最大使命  

としている．   

然るに過去に於いて敗退へされた中国革命は  

その結果に於いては社会の進歩改造に羞する肝  

なく，これに反して，ヨーロッパ諸国の革命は  

失敗せる例多きに反して社会進化への貢献ほ大  

きい．この理血は何に起屈するものなるか．そ  

れをヨ←ロブパ革命と比絞し次の七点をあげて  

論考している．  

（1）中国革命に於いてほ私人革命は存在するが  

団体革命は存在しない．英国クロムウェル革命  

アメリカ独立革命，又フランス革命等を見るに  

これすべて団体革命（5）である．戯るに中国に於  

いてほ数千年来革命ほ絶えず続くが，革命指導  

の団体の見るべきものなく，例へば董貞之役，  

張角之末書，徐鴻儒の白蓮数，洪秀全の天主教  

更に苛老三合の徒に於いても，これ等を革命団  

体とほ認め薙い．一私人の団体の名に於ける革  

命である．これヨーロッパに於ける革命に比し  

最も相違する併である．  

（2沖国華命にほ野心的革命ほ存在するが，自  

衛的革命は存在しない．元来革命の五養は自衛  

でなければならない．自らの権利を守る為に戦  

ふ併に革命の正義が存在する．然るに中国に於  

いては自衛の客観的理由は存在せず，従来の史  

家これを主観的にやむを得ざる自衛より生ずと  

為すも実は燃らず．すべて野心家の自己を粉飾  

せんとする一手段でしかあり得ない．項羽が挙  

兵の際「披可取而代也」と壊言せるは最もよき  

例である．  

（3j中国にほ上等社会の革命は存在するが，中  

等社会の革命は存在しなかった．ヨーロッパ社  

会に於ける革命の主体についてほ   

泰西革命之主動，大卒在中等社会，蓋上等   

社会則其靡革者雨下等社会叉無革之思想無   

草之能力也（6）   

と述べ，中等社会がヨーロッパ社会革命に於け  

る主体的な階級を為してゐたことを述べ，これ  

に依らねばならぬことを認め乍ら，それを取り  

入れることによって，中国伝統の遺徳，思想の  

崩れることを恐れる西体中用論者は，本体たる  

中国固有思想の不変を強調し，その上に西洋の  

学問思想を利用せんとするもので，これにより  

中国封建制を維持せんとする清朝上級官僚群の  

イデオロギーを代表するものである．   

しかるに日活戦争の結果，清朝の実力は西欧  

学問技術の輸入による改良主去以上に，本体た  

る中国固有の社会制度の改革の必要が認められ  

ぎるを得ない事悪を惹起する．これを実践化せ  

んとするのが変法自彊涯の所謂賂新運動である  

が，康有為以下の清朝官僚群のイデオロギーで  

もあった．   

同じ変法白海誠に於いても，康有為，讃嗣同  

梁啓超の論はそれぞれ独自の論を展開する．康  

有為のそれが公羊学派の流をくむ，従来の循環  

的史観に対して，発展史観に立って，近代的革  

命の原理を見出そうとし，私有財産剃に対する  

激しい疑惑を懐くことが指摘（1）されているが，  

これを受継いだ謬嗣同が更にこれを現実的に実  

現の可能性を指摘し，中国の資本王墓的発展の  

中に期待（2）している．   

契啓超のそれは，これ等両者に対して，その  

論ずる靡は現時中国政治の在り方を中心に論じ  

康有為の大同説（3）の如く一つの理論構成を為し  

てゐない．前の両者がそれぞれ理想社会を画き  

ながら，その中に中国の硯実を改革せんとする  

のに対して，菓啓超は過去の中国社会の分析の  

中から革命の方法，方針を見出そうとする．政  

に彼には革命理論，又は革命の理論的根拠より  

も現実の中国社会に於ける革命成功の具体的方  

法が強く要求されている．  

彼ほ従来の中国革命を次の如くに観察する．●   

先づ彼は革命を次の三っの内容に区分・する．   

革命之義有広狭，其最広義則社会上一打無   

形有形之事物併生之大変動，皆是軋 英次   

広義如政治上之異動，与前比劃戯成一新時   

代者，無論以卒和得之，以鉄血得之，皆是   

也．其狭義則専以兵力，向於中央政府者是   

也（4）  
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岩手大学学芸学部研究年増  第4巻（1952）第1部  

に反して中国に於いては上等社会が革命逮行の  

主導者たることをあげて革命の失敗彗狛1とする  

彼の伊謂上等社会とほ   

本朝任一方鎮擁土地人民以為憑籍者，皆謂   

之上等殻二会（7）  

の意である故に，中国社会に於ける土地を私有  

し人民の上に鎮庭する支配欄級を意味する．即  

ち中国の革命ほ支配階級問に於ける支配権の争  

奪に終始せるのに対して，ヨーロッパに於ける  

それは常に中等社会（8）によって連行される．こ  

れほ蓋し革命の蹟大尉園ほ生計の問題と最大な  

関係あり，この故に中等社会が生計問題を中心  

とし革命連行の主体的な階級勢力たり得るとし  

ている．（9）   

勘中国軍命ほその内容が極めて複雑な要素が  

交錯しているのに対して，ヨーロッパ社会に於  

けるそれほ単純である．中国に於ける秦未革命  

西藻草命，東漠末革命，隋未革命，洪暢之役等  

一度革命の争乱が始まると，数十の争乱が各地  

に並発する．故に中国の革命はその戦乱による  

惨禍を被るのは全国民であるのに対して，その  

利を収むるの老ほ一部の支配階級に止、る．これ  

に対してヨーロッパのそれほ革命の禍ほ一部椿  

権階級に止まり，その結果ほ国民の大部分を益  

するのである．この差が中国人をして，革命を  

最も怖れしめる所以でもある．  

（5）革命の時日を比較するに，ヨーロッパ社会  

に於ける革命はフランス革命に於ける恐怖時代  

を除けば，旧淡海の倒れた後か新政府ほ善政を  

施行し，その争乱期聞ほ決して長くは持統しな  

い・然るに中国に於いてほ旧政府打倒の後の群  

應が並起して，天下鼎沸し，旧政府倒れ，新政  

府がこれ等群雄を平定するのに長年月を要する  

ことほ文明の破壊であり，民生の破壊である．  

即ち，   

泰西革命，豪革命之害，不遇一二年，而食   

其利者為召才，政有一度革命，而文明之程   

度進一級．中国革命豪華命之害者，動百数   

十才，而食其利者不得一二年，政一盛事命   

而所爵果以得之文明，与之倶亡（10）  

と述べ，従来の中国の革命の社会進歩に何等益   

することなきを主張する．  

（6）革命指導者を比摸するに，ヨーロッパのそ  

れほ現在する悪政府のみを対象としているのに  

対して，中国革命に於ける指導者は現時の政府  

に対する以外に，革命家問の斗争が掩えず繰返  

される．彼は例を太宰天国戦争にとり，最も近  

代的な革命と言はれるこの運動に於いても，党  

派内の争の為僅か十五年で，この中国最初の社  

会革命は挫折せざるを碍ないことを指摘する．  

関こ中国革命に於ける，革命指導者の人格に論  

及し，   

吾前者寝言，非高伺厳正，純潔之遺徳心者   

不可以行革命，亦謂此而己（11）  

と述べている．  

（7）革命遊行と対外関係を見るに中国革命に於  

ける対外関係を五稀の例をあげ，これ等直接的  

な外国勢力との関係以外年間接的な八重乱，十  

六ケ国の乱等をあげ，現時帝国主義の東漸の様  

にあたり，中国の危礁を救ふものほ国勢を養ふ  

ことであるとする．   

以上中国史上に於ける革命の分析による七点  

の特色をあげ，清未，列国帝国主菜下の中国を  

救ふ方法は，果して，従来緩り速へされたる革  

命によるべきか，文革命によらずして中国ほ救  

ほれるであらうか．この間題に対して彼ほ，   

若後有革命等者起，而能免此七大悪特色，   

以入於泰西文明革命之林，則革命者，真／午   

日之不二法門也（12）  

と述べて，従来史上に硯ほれたる革命時に於け  

る七大特色なしに革命連行が招来るならば中国  

革命こそが現時中国を救ふ唯一の遺である．而  

して現時中国に於いて革命連行を迷信する志士  

の懐く理想とこの七大特色とほ相入れないもの  

であるが，事実ほこの特色を結果することなし  

にほ困難▲である．即ち，   

書見末節欲用之以革命之多数下等社会，其   

血管内常食黄巾踪i猷之遺伝性也．書見芙以   

第一等革命家自命之少数豪傑，皆之道徳信   

義為轟為蕃，而其内部日々有揚葦博之勢也   

書見芙高概民族主菜以為旗職者，且自附於   

白樺景教，而僅其力以抑残臭己之党派，且  
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雪祭 停 超 の 変 革 詣（上 田）   

楯打破の為の，力による旧秩序打倒と言ふ物理  

的現象と見るならば，崩壊しつゝある旧中国社  

会の上に立っ清朝封建的支配形態ほ当然改むべ  

きであり，革命ほ当然避け得べくもない．然る  

にも拘らず，彼が革命を否定しながら，而も中  

国救済を説く所以ほ如何，こゝに理想家ならざ  

る彼の現実的な変革理論が唱へられるのであ  

る．  

詫：〔1）思想335擁＋現代中園思磯軌史的概麒  

」■1い＝・＿  

（3）小島種馬 中摘に於ける革命思想 p・95－97  

佳）飲永望発卯文集巷3．7 中開歴史上革命之研  

究r以下省略して文集と記す）  

（5）固体革命の意義についてほ彼は明確に規定し  

ていない．が  

自希應ほ酎転以迄近せ，革命之大蓼百十見，岡  

非平民飼体輿貴族固体祁斗争（文集巻3・7）  

より推表すれば支配，被支配階級の階級斗畢  

仁j意わ如く亨昨きれるが，破が，かゝる階級斗  

節約な革命史親を有するとは考・、ら蕪ない・  

（6）文集巻3．中開歴史上革命之研究3  

（7）文集巻3．同  上  9  

く8）中空豹吐合についてほ何等明雄な概念規定をな  

さず，中等輿下等之界線瞭難劃（文集巻3■  

9）の如く東に下等社食との階級的差異につ  

いて何等わ説明を輿ー＼ていない・  

（9）大葬閤史上之新時代，大卒以生計問題馬術紐  

焉，即胎窄革命老此亦其重要之一原因也，政  

争等政令常以本身利害之関係，故奮起而立於  

革命之場，村中国別生計之輿政治轡固絶無影  

響存也（文箆巻3．9）  

伽卜文集巷3．10  

圧力文箆巻3．中閲歴史上革命之研究11  

ロ笥文集巻3・同  上  12  

脇丈集客3．同  上  13  

礪文集巻3，諭俄凝斯虚無賞  

個註5参照  

2．変 革 論   

波力ミ中国軍命史論上に用ひた革命の意義につ  

いては，これをRevollltioIlの訳に用ひること  

を避ける．RevollltioIlを革命の意に用ひたの  

は日本人にして，これは適訳にあらザとして攻  

屡見，不一見也（13）  

の如き現状に於いては革命による中国更新の方  

法よりも，有事に備へてその国力の充実こそが  

急務でなければならない．   

中国軍命史観を通じて規はれたる彼の革命観  

ほ暴力革命を否定し，ヨーロッパ詔鬼進国の革  

命を以って理想的な革命形腰となし，それへの  

漸進的揺動こ於いて中国救済の道を見出さんと  

する．故に当時革命前夜のロシヤに於ける虚無  

党の運動に関してほ次の様な見解を表示する．   

虚無党之手段，吾所欽侭，著其主義則吾所   

不敦賀同也．彼党之宗旨以無政府為究克・‥   

……近世社会主義着流，以遺草等之理想為   

目的，偽不符不以最高専制之集権為径行…   

…∵更申言之則虚無党之争点，起於生計聞   

題，而非起政治間忠（14）  

以上のロシヤ虚無党論に於いて見られるが如く   

彼の革命観ほ生計（経済）と政治とを峻別し  

虚無党の革命運動ほ経済問題より発し，政治聞  

にほ何等関係なしとする． 

革命論に於いても随所に見られる併であり（15）  

革命の内面的な把軍に於いて明確を欠いてい  

る．彼が最紛に規定した狭義の革命，即ち王朝  

革命ほ中国史上の寄るしい現象であり，文中国  

伝統の革命観ほ，この王朝革命を主体とした理  

論構成である故に，社会変革を中心としたヨー  

ロッパ社会の革命との比校論に於いて，比攻さ  

るべき本質的な要素が部分的に分析分離せられ  

てゐるのほやむを得ない．即ち階級論・としての  

革命担当者の階級的性格の正確な分・肝，又は暴  

力革命を否定する場合の理論的根拠等ほ全く不  

明である．ヨ←・ロツパ諸国家の革命の際に於け  

る暴力行為ほその結果がよりよき社会を創造す  

るものであり，比較的短期間なるが故に，これ  

を是認せんとし，中国の場合ほ流血の惨，且長  

期にわたるものなる故に革命は姥悪すべきであ  

り，革命によって中国を救ふことは困難である  

と結論することほ，中国の旧き伝統との断雁に  

於いて，新中国を創造せんとする悪疫ではな  

い．蓋し革命は旧き社会秩序がその社会の根本  

動力たる生産国係，併有関係を維持し行ない矛  
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の如く述べる．   

Revoltltion者……別法一新世界，如法国  

1789年之Revol11t主011是也．日本人訳之日   

革命，革命二字非確訳出．「革命」之名詞   

始見於中国者，其在易日，湯武革命，順   

乎天而応乎人，其在昔日，草魁受命，皆措   

王朝易姓而言，是不足以為RevollLt抽1之   

意也（1）  

而らばRevol11tioIlを革命の意に解さない彼は  

これに如何なる意味を与へるであらうか．  

ReformlとRevol11tionの意義を次の如く説明  

する．   

其事物本書面体未完法兼備，或行Z而失其   

本真，或経験少雨未甚発達，若此者利梢   

Reform．其事物本不善，有害於群，有望於   

化，非斐弗，濫崇之，則不足以稚其患，非   

攻絃夏張之則不足以致其理，若是者利梢   

RevolutioIl．‥‥‥其前者吾欲字之日改革，  
●●   

其後者吾欲字之日変革（2）  
●●   

即ち変革，、改革，革命の意養を彼が前に規定  

せる革命の三つの分類に従ふと最広義の革命と  

次広義のそれ，真に狭義のそれに相当するもの  

と言へる．彼が変革を以ってRevol11tiollの意  

に訳し乍ら且革命の語を上古jひなかった理由は，  

中国伝統の易姓革命との混同をさけ，以って彼  

の卒和事命を主張せんとするものなることは，   

其所謂変更云者，邸英語Revollltio‡1之義   

也．繭侶此論者，多習於日本，以日人之訳   

此語為革命也．凶滑耐旧之日華命．‥・……   

於是近今泰西文明思想上所謂以仁易暴之   

RevollltioIl与中国前古野蛮争斗界併謂以   

暴易暴之革命，蓮変為同一名詞，漢人人々   

之陶中，而不可扱．（3）  

と述べていることによって明らかである．所謂  

革命をかくの如く変革，改革，革命と分けた彼  

は革命は中国現時の危機を救ふものにあらざる  

ことを主張せることほ前述した．而してこの革  

命は狭義の革命即ち易姓革命なること勿論であ   

る．   

然らば清朝末期の中国右救ふ道ほ改革なりや  

叉変革なりや．彼は「草」の意義を次の如く解  

している．   

草也者天演界中不可避之公例也．凡物遇於   

外境界者存，不適於外境界者滅，∵存一波   

之潤，‘学者謂之陶汰．（4）  

草を陶汰の意に解した彼はこれを更に二養を与  

へ，天然陶汰，人事陶汰と為し，天然陶汰は外  

界に適せずして自ら滅亡するを言ひ，人事陶汰  

とほ外界環境の変化に応じて，自己を之に適応  

せしめて自存せしめんとするもので，   

人事陶汰，即革之養也（5） と結論する．  

人事淘汰にして適時外界一般の変化に応じて行  

ほれるならば大きな草ほ起り得ない．即ち部分  

的な陶汰に於いて可能である．即ちそれは改革  

で己むのである．而し乍らその変化に処して大  

局を見るの明がなく，不適の痢が痘苗して根底  

よりこれを廓清せぎれば自滅するに至る．この  

場合の根底よりの革これがRevollltioIlであり  

変革であるとする．さて中国憂国の士には二派   

が存在する．一派ほ温和主義であり一派は破  

壊主菜である．これを彼は改革主義，変革主義  

とにあてほめて考へてゐる．現芙的に清朝末期  

の中国を救ふ為に種々の制度改革が唱へられて  

いるが彼ほあ、ゝる部分的な制度改革では不可能  

とする．所謂改革主義に対してほ，   

如廃八股為発論，可謂改革夫，而策論与八   

股何択焉，東進焉他日廃科挙為学畳，益可   

謂改革英，而学登与斜挙又何択焉，一事如   

此，他事可知，云改革，云改革東関十年，   

東関百年，亦若是則己耳（6）  

と論じ，現時の中国を救ふ道は変革以外にあり  

得ないとし，中国蹟年の怖が蹟り，   

降及現世，国之母財，才不増殖雨宮延土木   

之費，官吏筍意之費，恒数倍於政府之才人．   

国民富力之統計，毎入牢均額不過七角一分   

有奇，而外債併賀己椿十万々両，以至有限   

之物力而率変為不可復之母財，若之何民之   

可以聯其生血．（7）  

の如き清朝に対して，その救済方法としてほ   

Revollltion 之事業為／今日救中国唯一無二   
之法門，不由比道南欲以図存，欲以図強，   

是磨貌作虜，炊抄為飯之類也．（8）  

●   
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と述べ変革以外にその方法なしとするが，変革  

ほ最広義の社会革命を意味するものなる故に，  

具体的にほ如何なる変革が彼の意企する内容と  

なるであらうか．   

祐は変革′こ於いて吏隼二つの内容に区別す  

る．即ち無窒素（無意識）の破壊と有王墓（有意  

隷）の破壊とである．前者は部分萌な小破填で  

あり，後者ほ全体的な大破壊主義である・即ち  

社会変革の理論的根拠を欠く反射的な反抗運動  

と，組鞍軌意識的な理論叔拠に依る革命運動  

とを区別せるもので，現時中国に発生せる内乱  

はすべてこの小破壊である．而してこの小破壊  

運動が全国的に慢延せんとする時に取るべき変  

革ほかゝる無主義の衝動的破壊運動であってほ  

ならない．即も祐はかゝる状悪を次の如く論じ   

此後之中国，其所謂小破壊，無意識之破壊   

不出五年，而必将編於国内，共時若以政府   

之力平定之善也∴政府不能則克之者，不可   

不能国民，国民猶不能之則定着不得不頼外   

国．（9）  

憂国の士はこの国家的危機に際し，最後の手段  

たる外国の勢力把依存して国家の維持を計るち  

とを避け，小破壌の如き無主義の反抗形態に依  

らず有主菜の細粒的破壊を為すべきである．而  

るに中国の変革を唱へる人々は   

今之中国．英機為無主義之破壊者，所至皆   

見英．其能為有主義之破壊者，吾未見英人（10  

の如く，大言して危機を呼んでも一定の主義の  

もとに破壊を為すものがない．唯国家の専制政  

治を批難し，清朝の圧力さへ除去されるならば  

中国ほ救済されると為しているが，自†1jの権利  

ほ各人が享有する併のものであり，清朝政府の  

無能を署る前に，我等の責任に於いて，よりよ  

き政府を作るべきである．清朝の専制形態が民  

権の伸張を圧迫すると論ずる着がある．これ等  

論者ほ教育に於いても大衆ゐ教育ほ民間の機関  

によることを主張し，自治機構に於いても中国  

大衆ほ租税，訟訴夜陰いて直接国家権力と交渉  

ない生活を為してゐる．海外商民（華僑）等に  

至ってほ現政府の何等園知する肝でほないと論  

ずる．これに対して彼ほこれ等は民権を享受せ  

る形碧ではなく，むしろ中国に於いては民権は  

奪ほれてぁるものであり，この奪ほれたる民権  

を回復することが先決間患であるとして次の短   

く諭ずる．   

以是例之，且使今日政府幡然改焉，頻憲法   

行民政，挙立法行政司法譜大権，而一旦置   

我国民，我国民遽能受之，而運用自如椰，   

其有以愈於今日併享有之教育権者魔何也，   

其有以愈於前比山谷之民海外民所享有之自   

治権魔河出（11）  

彼の破壊主義r変革重義）ほ有重義の大破壊で  

あり，硯事の専制的な清朝政体を改めて≡権分  

立に基く立憲国豪となし，失はれたる民権を回  

得することを以って変革の眼目とするのであ  

る．かゝる変革をかれほ国民変革と称し，中国  

史上王朝革命ほ存在するが，未だ国民変革なし  

と，攻の如く梅言する．   

若此者只能謂之数十洛娩之争奪，不能謂之   

一国国′民之変革昭々戯夷（12）   

而らばこの喜怒主菜を主張する彼は共和制国  

家か．叉ほ君主制を温存すべきか．いづれを変  

革後の政体として要求せるであらうか．彼ほ国  

民変革と王朝革命との関係を次の如く観る． 

君主者何者，其布一国中断占之位置不過億   

万分ヰ之一，貫栄也於国何与∴其枯也於国   

何与，一尭去而一架来，一肘廃而一武興（13）  

即ち王朝革命ほ社会革命たる国民変革の一現象  

に過ぎない．従って国民変革ほ王朝革命なしに  

その遽行ほ可能であり，むしろ国民変革により  

君主ほ自存することを得るとして，   

夫国民沈倫則於君主与当道官吏叉何利焉，   

国民尊栄則於君主与当造官吏叉何損焉，吾   

故日，国民知欲自存，必自力侶大変革実   

行，大変革始，君主官吏而欲附於国民以自   

存，必自勿畏大変革（14）  

大変革こそが国民，君主共存し得るものである  

とする．かくの如そ彼の大変革とは立憲君主制  

を基本とし，且清朝下に於ける上からの民主王  

墓的プルヂョア革命でなければならない．故に  

変革は必らずしも王朝革命（易姓革命）を必要  

とするものではないとし，  
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除法国主梅屋変外，自余欧湘諸国王統依   

然（15）  

と述べ，諸洲諸国，殊に日本の明治維新に論及  

し，次の如く論じている．   

日本以皇統綿々万世一系自琴耀‥‥‥其天皇   

今亦富尊栄神聖不可侵，叉曾瀞虞土着之併   

共聞出．曾亦知其併以有今月着実食一一度   

Revollltion 之賜平．日人今語及慶応明治   

之交，無不措為革命時代，語及尊王討某，   

廃藩置県諸事勒，無不措為革命事菜（16）  

即ち，Ⅳ本ほ天皇制のもとに革命を連行せるも  

のであり，立憲君主制の最もよき例として措持  

し，中国に於ける変革も諸鬼進国の如く立憲君  

主制を樹立することを以ってその桔梗とすべき  

であるとする．   

以上の彼の変革論の概論に見られる如く，理  

論卸こ構成せられた革命論でほなく，現時の中  

国を敦ふ政満諭でもある．がこれ等の論を通じ  

て見られる彼の革命観ほ彼自らが改革と区別し  

て特に主張する変革に該当する如き内容を有す  

るものではない．何故ならば革命を改革より区  

別させるものは，国家権力の担当者たる階級よ  

り従来の被圧制階顔がその権力を奪ひ取ること  

であり，それほ同一階級の権力下に於ける単な  

る政権の変更でない（17）とするならば清朝庖権  

の存在を認め，そのF守こ於いて立志国家を作ら  

んとする事は，結見するものはブルブヨア民主  

主義国家であっても上よりの改革であり，ブル  

ヂヨアジーの国家的育成を待たざる限り，封建  

的勢力が強く温春されることは勿論である．   

旧き伝統との完全なる断絶の上に変革を主張  

し得なかった彼の意見ほ，改良主義的な清朝官  

僚イデオロギーを代表する革命観でしかあり得  

ない．この思想的基盤は次の新民説の中により  

明確に提示されるのである．  

試：（1）文集二番i．繹革 4  

（幼女亀巻l・ミ除草 4  

（3）文笈巻1・繹草 5  

佐）文集巻i・〝  4  

（5）文集巻1，ケ  4  

（6）文集巻1・〝  6  

（7）文集巻1．私徹謡諒14  

（8）文集巻1．渾革 4  

r9）文集巻1，敬告我鏑民  

仕功文箆巻1．〝  

（11）文集巻1．〝  

拉扮文笈巻1．鮮卑こ 5  

凋文集巻1．繹革 5  

且刃文集客1．秤革 6  

個文集巻l．繹革 5  

〔
J
 
 
4
 
 
2
 
 

凋文集巻l．粋草 6  

〈17）中村哲 近代革命一 理満（軋金利尊儲掴叩り  

l－11う  

3．新 民 論  

破壊主菜を主張する彼は有主義のそれである  

ことほ勿論である．これら一部の破壊主義者が  

政府の圧J改を取り上げこれを除去することを以  

って変革と主張せるのに対して，自分の主張は  

黙らずとして，次の如く述べる．   

吾忠告之伊能及，不得不限於少数国民中之   

最少数者，…… 今日躍綽投売有甘鍍有血   

性之士，某所最目眩耐酔心音，非被壊主義   

恥（1）  

単なる清朝打倒の破壊主義のみでほ可能でほな  

い．披ほ清朝打倒後の政局担当の能力が中国大  

衆にありや否やを疑ひ次の如く述べ，   

今愛国者，動猟日，政府圧制故矧言り不能展   

其力也．斯固然也．然使政府圧項去，我国   

民途能純紘一完備之国家子，吾有以知其不   

能也（2）  

更に   

今我国民果能応此時勢，両鴻●克之之能力否   

乎，是吾併不能無疑也（3）  

と述べ清朝専制政治打倒後の判然たる見透な  

しに単なる破壊主義のみでほ目的は達し得な  

い．破壊は建設の為にあらゎばならない．故に  

破壊はより高次の中国社会建設の為に遂行され  

ねばならない．されば清朝打倒前に新中国建設  

め構想が明示されねばならない．契啓超ほこれ  

を立憲国家に求めながら，偶且前途に於ける変  

革遜行の自信に対して疑問を戻し，国民の遂行  
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有所受其先哲之微言，祖宗之芳燭，随此其   

然之躯殻，以遺伝於我謳，斯カー社会之所   

以為養也，→旦突然欲以他社会所養老，養   

我談何容易耶（10）  

と論じ   

今日所持以維持吾社会於一線者／何在乎，   

亦日祖宗遺伝固有之旧道徳而己（11）  

セ一戸国固有の旧道徳の中国社会に果せる点を看  

過すべきではないとし，更に   

大言群治者，必日徳臼智日カー然智与力之   

成就箆易，惟徳最雑，今欲以一新遺徳易国   

民，必非徒以区々泰西之学説所能為力也（12）  

と新民の道としての新道徳は必らずしもヨーロ  

ッパの諸学説に基くべきでほない与し，   

親近今新学界中，其断々戯提莞徳育論者，   

未始無人，然効率不晴着無也焉．彼所謂静 

育蓋始終不離干智育之範囲也（13）  

とヨーロッパ諸学説を批判し，智育は同時に道  

を得ることでなけれほ寧らず，徳育こそが最も  

肝要である．中国の識者はヨ←ロブパ学説を入  

れることに急であって之を道と為すことを敢へ  

て為さず，自由論を唱へるものは幸福を増すこ  

となく秩序を破り，平等の説がネり義務を遂行  

せずに権利のみが主張され，革命論が入り破壊  

を事と為して国粋は亡びんとしている．これ等  

の学説ほヨーロッパに於いては社会生活によく  

適応され，生活の中に生かされている．これほ  

彼の国に於いては智育と徳育とが一体となる為  

である．而るに中国に於いては   

泰西之民其知与徳之進歩為正比例，泰束之   

民其知与徳之進歩為反比例（14）  

の如き状態であり，   

為学臼益，為遺員担（15）  

がその箕態でもある．   

かゝる状態より脱して，彼が新民として固く  

新中釦こふさほしい人間像を次の如く要求 

る．鬼づ中国国民性最大の欠点を指摘し，   

吾観我祖国民性之欠点不下十育，其最可痛   

者，則有著無毅力焉ぬ（16）  

と述べ毅力，即ち進取の気象の足らざることを  

あげ，毅力ほ個■入，民族等に於いて進展の動力  

能力に対して信頼をクこくのは如何なる理由によ  

るであらうか．彼は次の如く考へる・即ち一国  

の社会組織は国家民族保持の必要に応じて構成  

されてゐる．故に中国の危機に際して，かゝる  

危機を内蔵する封建的国家より立憲割に変へる  

こ′とは比較的に容易である．而し個人えは党に  

於いてそれぞれの主張を変へることほ困難を伴  

ふ．殊に中国の国民性ほ長い間の歴史的特性（4）  

によつて大きな影響を受け現時の変革に際し  

て，これを変へることは誠に至難であると・こ  

れが彼の主張する君主制民主主義革命にも抱ら  

ず，それと同時に国民性の変革をも主張する以  

併でもある．彼の新民鋭ほこの根拠の上に展開  

される．封建組織によつて阻止せられた近代国  

家への発展を封建社会の否定の上に期待し，こ  

の新らしい国家の笑鋭は新民の遺によって達成  

せんとするものである．   

従来大革命にほ指導的人物が必要であり，英  

国革命に於けるクロムウェル，米国革命に於け  

るワシントン，日本維新に於ける吉田松陰，西  

郷南紬をあげ（6）建設を目的とする破壊にほ大人  

物の必要を論じ，かゝる指導的入物を有さざる  

例としての太宰天国に於ける洪秀全（6）をあげ・  

該下の急掛こも抱らず斬らしい人偶像り建設こ  

そが，変革の最大眼目とし   

瞭中国前途懸於諸君，故諸君之重商遺徳与   

蔑親道徳，乃国之存亡併由巌庖（7）  

と述べ，一切の変革の根底としての人間変革を  

次の如く論ずる．   

今日楕有知故∴綺有血性之士，対於政府而   

有一重大敵，対於列強而複有一重大敵，英   

断以鼓々業々蓄養勢力者，宜何故・‥… 実力   

安在，而道待為先師，無道徳観念以相処，   

則両人且不能為群，耐夏何事之可図也（8）  

以上の如く彼ほ新中国建設の最般原として人聞  

変革を主張するが，人i壱j変革跡指導原理となる  

新道徳の樹立について，彼は前に儒教主義によ  

ることの誤りを主張せることを敬治し（9）各民族  

社会にほそれぞれ固着の道徳あり，それを中国  

社会に適用せんとすることば誤りであるとし，   

筍欲行遺徳也，－則固於社会性贋之不軌 而  

一一 斗l－－・   
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是故欲鋳国民，必以培養笥人之私徳為第一   

義（22）  

主張する．   

而して中国に於いて私徳興らぎる原因につい  

ては五つの理由（23）をあげ，長い専制政体が中  

国民廣を卑屈にし，歴代覇者の淫乱が中国民俗  

を堕落せしめ，これに対して中国近世の儒学が  

匡赦する能力を欠いていることを指摘し，殊に  

歴代の戦乱が民族性を更に歪め，就中国内戦争  

がその国民性に与へる六種の悪性（叫 を指摘し  

中国従来の旧道徳に対して，正本，猥独，謹少  

の三項目をあげて新遺徳の根底となし，これ  

の実践の上に新民を生み出さんとするのであ  

る．   

彼の唱へた新民説ほ一人の人間が新たになる  

ことでほなく，文一人の力で新らしくなること  

でほなく，国民全体が斬らしくなるこ とであ  

る．この都民の実現の為には新らしい国家の冥  

現が併行せらるべきであり，立憲君主主菜によ  

る以外には新民の実現を期し得る方法の困難を  

指示し，更に中国救済の方法はこの都民以外に  

はあり得ないと手張する．   

結局彼が措いた都民像とほ具体的にほ如何な  

る人間像であったか．都民を生み出す新国家が  

改良壬養的な立憲君主国家を理想とする如く，  

彼の理想像ほ公徳，ことに沈毅によって中国を  

政ほんとする愛国の士であり，その愛国心とは  

彼がモデルとするワシヤ帝国玉藻時代のそれで  

あり，英国発展時代の自由主菜を基調とする侵  

略的なものである．新中国が富国強兵を目療と  

する上よりの改革によって成就されねばならぬ  

と徹る如く，中国の都民ほ帝国重美的民族観を  

基調とする新遺徳によって形成されねばならぬ  

と考へられる．   

彼が日本，ドイツ，フランス等の発展が戦争  

による民族感情の愛国的結合によることを強調  

し，中国愛国心の鼓吹，即ち薪民形成の一手段  

として対外戦争を高く評価せる点（25）ほ彼の理  

想とする新民を最もよく象徴せるものである．   

唯彼がこの公徳の基底に個人道徳を認め，そ  

れを儒教的徳目によって規定せんとした併に新  

となるものであり，史上偉大なる民族ほすべ㌣  

この毅力を以って目療達成に努力せるものであ  

るとし，英国のクロムウェル以来の通商殖民が  

・今日の大英国をいたせし所以であり，帝政ロン  

ヤがピーター大籍以来の東方侵攻こそが今月の  

強大を為せる所以であるとし   

全域数十国中其有朝気方鼎盛者不過十数，   

揆願所出，未有不自彼国民之有毅力来者由（17）  

と論じ，更に毅力を剛毅，沈毅の二種（1＄）に分  

け，現時の中国には剛毅の士あり，国家的危機  

を救はんとするが，その行動ほ決して愛国的行  

動でほないと次の如く論じ，   

吾国民之為此者，伺以一呼両峰蟻集，一関   

両島獣散，不意大局而徒以累国家也（19）  

更に中国維新を唱へる愛国の徒と雄も，以って  

国に殉ずるの意志なく，一身の保全と利益とを  

壬とするものであるとなし，   

咲乎一国中朝野上下人寸，皆仮日喩楽之心   

有遺恨我後之想，甜ヰ年少弱不防風，晴々   

老成戸居余気，無三年能持続之国的，無眉   

入館団結之法国，鳴呼有国触比，不亡何待   
哉（叫  

と述べ，愛国心の欠除を憂へる．即ち硯中国に  

於いてほ剛毅の士あれども殉国の士なし，所謂  

沈毅の士なし．新民の士は沈毅愛国の士ならざ  

るべからずと見願す．彼はこの毅力を以って公  

徳（国民遺徳）となし，中国に於いて毅力，殊  

に沈毅の士なきは私徳一個人道徳）の不振にあ  

りとする．   

この公筏と私待との関係については，   

公言，私言，不過仮立之一名詞，以為鰹験   

践履之法門，前沢義信之即徳而己，無所謂   

公私（別）  

と述べ，公徳，私徳を原則的にほ認めてほいな  

い．然し乍ら公徳と距も大衆がこれを育成する  

にあらぎれば，その劾を発探することが出来な  

い．而も群ほ百十倍の私人によって構成される  

ものなる故に，私人にして道徳に聾であり，怯  

であるならば，公徳はあり得ない．故に国民遺  

徳たる公徳を振興せんとするならば，尭づ私徳  

を振興すべきであるとし，次の如く  
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民説の略代的制約をも併せ示すものである．   

誅：（1）文集 巻王．論私徳17   

（2ノ文集 巻3・敬曽我幽民 2  

（3）文集 巻3．〝  3  

糾後詰6参照  

（5）文笈 巻1∴論私徳18   

（6）始洪秀仝・或以其肝捜捌‰ 有合民族主義也  

打相輿碩揚之，究発洪秀仝果馬民族主義両動  

否，歴論者亦不敢作保護人也．  

（文集巻1・18）  

（7）文集 巻⊥．論私徳18  

（8）文集 巻1．〝   19  

（9）後詰18参照  

あることを言ふ．  

故有利用敢闘外患卜以鴬周家之締着，錐可悲  

両非其至也●（文集巻1．3）  

結  び   

公羊学派の流れをくむ変法自追放は世界主義  

的な立場に立つ．この点共民廠支配を否定しな  

い．この事は中華思想の逆的な表現でもある．  

故にその革命論ほ硯実的には清朝支配を肯定す  

る・而も彼等の7■級官僚的地位ほ清朝専制形態  

の徹底的な打倒を中断する．デスぷテズムに対  

する改良主義的な立志君主制の下に自己の有す  

る社会的地位を温存せんとする．   

かゝる一般的背影に立つ稟啓超は中国革命の  

分析の中より易姓革命と社会革命とを区別し，  

社会革命ほ必ずしも易姓革命に依らずして可能  

なることを指摘し，清朝王制を立志制に変革す  

ることによって中国革命ほ達成し得るとする．  

その場合社会革命を可能ならしめるものほ国民  

精神の振興であり，愛国心が彼の新民の条件と  

して要求される．   

富国強兵が強く要求された清朝末期，民放主  

義に徹するを得ないこれ等変法波は清朝王政下  

の立志主義によってこれに応ぜんとしたのであ  

る．これは変法底と同じく清朝デスぷテズムの  

圧制より離脱せんとする民放ブルヂョアジーを  

代表する孫文放との違いである．この差ほ在野  

の撰文に対して清朝デスメテズムに寄生せる彼  

等の階級的性格を示すものであり，この体制の  

崩壊と共に孫文派の三民主義に圧倒されざるを  

程なくなるのは当然である．   

政に変法派を代表する染啓超の変革論ほ，西  

洋中体論の中華思想に塞く民権否定の改良主義  

より，凝文の民匪主義的革命こ至る過渡的段階  

に於ける，清朝専制政治に対する変革論であり  

世界市民的民権論を基捷とせるものである．  

江ゆ文集 巻i．  

地文集 巻1．  

閏文集 巻1．  

脇丈集 客1．  

（地文集 巻1．  

脇丈集＝ 巻l．  

姻文集 巻1．  

（17）文集 巻1．  

論私徳18  

〝  18   

ケ  17   

ケ  20   

〝  20   

ケ  21  

論毅力 9  

ケ  9  

個吾嘗謂毅力有二組一日諒暢於成敗両全力以   

赴之，鼓余勇以檻之者剛毅之謂払 二日解除   

於成敗両患天職以任之，生命以殉之者沈毅之  

謂也．（巻1．9）  

凋文集 巻1新民讃：】0  

惣）文集 巻1 〝  10  

（21）文集 巻1 〝   11  

（22）文集 巻1 〝   11  

（23）五囚として次の五項目をあげる．  

1・由於専制政体之陶躊也．   

2・由於近代覇者之擢鋤也．   

3・由於層次戦敗之挫汎也．   

4・由於生計燃惇之逼迫也・   

5・由於軍縮匡救之無力也．  

（文集巷1・論私徳2．私徳堕落之原因）  

（24）六棒の悪性とは，   

債伴性，麹忽性 傾乳性，校慣性，掠噂性，   

萄且性  

（25）彼は封外賎黎を否定せず，国民精神作興に力  
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